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１．研究目的 
生殖細胞は、雄では精子、雌では卵へと分
化し、次代の生命を生み出すことができる。
本プロジェクトの目的は、このような特殊な
性質を持つ生殖細胞が個体の発生過程で作ら
れるメカニズムを明らかにすることである。 

 
２．研究成果概要 
ショウジョウバエの生殖細胞は、胚の後極
に形成される極細胞に由来する。この細胞は、
極細胞質（生殖質）と呼ばれる特殊な卵細胞
質を取り込むかたちで形成される（図１）。こ
の極細胞質中には、生殖細胞の形成に必要十
分な因子が局在していることが知られていた。
本研究では、これらの因子の同定と機能解析
を行った結果、以下の成果が得られた。 

 

 
図１ ショウジョウバエの初期胚発生過程 
 

2.1 極細胞の形成機構 
ショウジョウバエの極細胞の形成にミトコ
ンドリアのラージリボソーム RNA (mtlrRNA) 
が関わることを明らかにした。この RNA は、
極細胞質中にのみ観察される極顆粒と呼ばれ
る構造物にミトコンドリアから移送される。
mtlrRNA は、ミトコンドリアのスモールリボ
ソーム RNA（mtsrRNA）とともに、 極顆粒上
でリボソームを形成していることも明らかに
した。また、 mtlrRNA と mtsrRNA がミトコ
ンドリアのリボソームタンパク質とともにミ
トコンドリアタイプのリボソームを極顆粒上
で形成することも明らかとなった。おそらく、
このリボソームにより極細胞形成に関わるタ
ンパク質が合成されるものと予想している
（図２）。 
この成果により、ミトコンドリアタイプ（原
核生物タイプ）の翻訳系が生殖細胞の形成に
関与するという新たな概念を提出することが
できると考えている。 

 
図２ 極顆粒上でのミトコンドリアリボソームの形成 

 
2.2 極細胞の分化過程 
正常な発生過程において、形成された極細
胞は、生殖巣へと移動し、生殖巣中で卵や精
子である生殖細胞に分化する。極細胞質に存
在し、極細胞に取り込まれる Nanos タンパク
質は、極細胞が生殖巣へ移動する過程に必須
である。極細胞中における Nanos の役割に関
して以下の知見が得られた。 
第１に、Nanosと Pumilioは、移動している
極細胞中で Cyclin Bタンパク質の合成を抑え
ることにより極細胞の細胞分裂を抑制してい
ることが明らかとなった。 
第２に、極細胞中において Nanos は、転写
因子の核移行に関わる Importin αのホモログ
である Oho31タンパク質の合成を翻訳レベル
で抑制することにより、極細胞の転写活性を
低く押さえていることが明らかになった。
Nanosを欠如させた極細胞中では、本来体細胞
で発現し体細胞の分化過程に関わる遺伝子が
異所的に活性化するために、極細胞の移動過
程が阻害されることも明らかとなった。 

 
以上のように、本プロジェクトにおいてシ
ョウジョウバエの生殖細胞形成に関わる分子
の機能解析を行ってきた（図３）。本研究で解
析を行った mtrRNA および Nanos は、ショウ
ジョウバエ以外の動物群の生殖質中にも観察
される。特に、Nanosに関しては、脊椎動物を
も含めたいくつかの動物群でショウジョウバ
エと同様の機能を果たすことが明らかとなっ
ている。したがって、本研究は、ショウジョ
ウバエのみならず、多くの動物種に共通する
生殖細胞形成機構を明らかにするための基礎
を築いた点において意義深いと考えられる。 

 
 
 



 
図３ 生殖細胞形成因子の機能 
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